
客
員　

相
談
役　

藤
井　

基
之

幕
末
に
近
藤 

勇
ら
と
と
も
に
新
撰
組
を
組
織

し
、
京
の
町
で
鬼
の
副
長
と
し
て
名
を
は
せ
た

土
方
歳
三
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
戊ぼ

し

ん辰
戦
争
で

官
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
近
藤
が
捕
ら
え
ら
れ

て
斬
首
さ
れ
た
後
も
、
会
津
若
松
に
移
っ
て
会

津
藩
と
と
も
に
戦
い
、
会
津
が
敗
れ
る
と
、
今

度
は
榎
本
武
揚
と
と
も
に
函
館
五
稜
郭
に
立
て

こ
も
り
、
最
後
の
最
後
ま
で
官
軍
と
戦
い
続
け

て
死
ん
だ
と
い
う
兵

つ
わ
も
ので
す
。
政
局
が
ち
ょ
っ
と

ガ
タ
ガ
タ
す
る
と
、
風
向
き
を
都
合
よ
く
読
ん

で
す
ぐ
に
逃
げ
出
す
と
い
う
昨
今
の
ど
こ
か
の

政
治
家
に
、
彼
の
性
根
を
薬
に
し
て
飲
ま
せ
た

い
く
ら
い
で
す
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
実
は
土
方
歳
三
は
新
撰

組
に
入
隊
す
る
前
、
薬
の
行
商
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
司
馬
遼
太
郎
の
『
燃
え
よ
剣
』
と
い

う
小
説
に
土
方
の
行
商
時
代
が
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
紺
手
拭
い
で
頬
か
む
り
、
着
物
の
裾
を

尻
か
ら
げ
、
股
引
を
は
い
て
薬
箱
を
担
ぎ
、
江

戸
は
お
ろ
か
甲
州
（
山
梨
）、
相
州
（
神
奈
川
）

の
村
々
、
町
々
で
薬
を
売
り
歩
い
て
い
た
そ
う

で
す
。
そ
の
際
、
剣
道
の
道
具
も
一
緒
に
担
い

で
歩
き
、
各
地
の
道
場
を
訪
れ
て
は
剣
の
腕
を

磨
い
た
の
だ
と
か
。 

売
っ
て
い
た
薬
は
土
方
家
家
伝
の
「
石
田
散

薬
」
と
い
う
も
の
で
、
河
原
や
田
ん
ぼ
の
脇
に

群
生
す
る
牛
革
草
（
ミ
タ
デ
科
の
ミ
ゾ
ソ
バ
）

と
い
う
草
が
原
料
で
、
こ
れ
を
土
用
の
丑
の
日

に
採
り
、
干
し
て
乾
燥
さ
せ
て
黒
焼
き
に
し
、

薬
研
で
粉
砕
し
て
散
薬
に
し
た
内
服
薬
だ
そ
う

で
す
。
現
在
は
市
販
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
効

能
は
「
接
骨
や
打
ち
身
、
捻
挫
、 

筋
肉
痛
、
ま

た
切
り
傷
」。
長
州
、
土
佐
な
ど
の
勤
皇
の
志
士

二
十
数
人
を
殺
傷
し
た
池
田
屋
の
変
の
後
、
負

傷
し
た
新
撰
組
の
隊
士
に
飲
ま
せ
た
ら
よ
く
効

い
た
そ
う
だ
と
、
司
馬
遼
太
郎
は
書
い
て
い
ま

す
。 行

商
に
よ
る
薬
の
販
売
は
、
昔
は
よ
く
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
明
治
時
代
に
は
「
毒
消
し
は
い

ら
ん
か
ね
え
、
越
後
の
薄
荷
は
ど
う
か
ね
え
」

と
か
、「
カ
ー
ラ
ス
マ
ー
、
ホ
ン
ケ
ー
ビ
ワ
ヨ

ウ
ー
ト
ー
（
烏
丸
、
本
家
枇
杷
葉
湯
）」、
あ
る

い
は
“
ガ
マ
の
油
売
り
”
な
ど
。
昭
和
初
期
に

は
林 

芙
美
子
の
『
浮
雲
』
な
ど
に
出
て
く
る
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
い
て
「
オ
イ
ッ
チ
ニ
ィ
、

オ
イ
ッ
チ
ニ
ィ
、
日
本
一
の
よ
か
製
剤
は
、
親

切
善
意
を
旨
と
な
し
、
は
い
、
オ
イ
ッ
チ
ニ
ィ
、

オ
イ
ッ
チ
ニ
ィ
。
病
の
根
を
掘
り
、
葉
を
た
ず

ね
、
そ
の
効
験
を
確
か
め
て
、
春
夏
秋
冬
へ
だ

て
な
く
貧
夫
の
人
に
も
施
薬
せ
ん
。
オ
イ
ッ
チ

ニ
ィ
の
薬
を
買
い
な
さ
れ
、
は
い
、
オ
イ
ッ
チ

ニ
ィ
、
オ
イ
ッ
チ
ニ
ィ
」
と
歌
い
な
が
ら
の
薬

売
り
等
々
。 

さ
て
、
医
薬
品
の
販
売
は
今
日
で
は
薬
事
法

に
よ
っ
て
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
販
売
規
制
が
今
年
の
六
月
か
ら
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
医
薬
品
の
小
売
業
界
で
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
医
薬
品
の
小
売
業
態
は
、
こ

れ
ま
で
の
薬
事
法
で
は
薬
局
の
他
、
一
般
販
売

業
、
薬
種
商
販
売
業
、
配
置
販
売
業
（
置
き
薬
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
薬
局
、
店

舗
販
売
業
、配
置
販
売
業
と
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、

医
薬
品
を
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
販
売
す
る「
登

録
販
売
者
」
と
い
う
制
度
が
で
き
、
そ
の
試
験

に
六
万
人
が
受
験
し
、
四
万
人
合
格
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
な
ど
の
自

由
化
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
作
用

の
弱
い
消
化
剤
な
ど
一
部
の
医
薬
品
に
限
っ
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

い
に
し
え
の
行
商
に
よ
る
薬
売
り
か
ら
、
今

日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
薬
販
売
ま
で
、

医
薬
品
の
販
売
に
も
時
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
事
な
こ
と
は
有
効
性
に
優
れ
た
薬

を
正
し
く
、
そ
の
医
薬
品
の
持
つ
副
作
用
な
ど

の
情
報
も
き
ち
ん
と
知
っ
た
上
で
上
手
に
使
用

す
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
美
味
し
い
お
料
理

で
も
、
食
べ
す
ぎ
は
体
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
も
料
理
も
適
量
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

薬
の
販
売
に
も
時
の
流
れ
が 
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藤
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井　基
もと ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　1 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラックフリー：薬物乱用のない社会）
社会造りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し
て暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿
社会を創るために何が必要か、を政治活動の根
底においています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして
明日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全
確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、
薬事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法
改正、国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人　ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　　振興財団専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟副会長
　　　　　　　社団法人　日本薬剤師会常務理事
平成 13 年　参議院議員
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟顧問

●その他
昭和大学薬学部　客員教授
共立薬科大学　　客員教授
東邦大学薬学部　客員教授
新潟薬科大学　　客員教授
千葉大学薬学部　非常勤講師
京都薬科大学　　客員教授
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